








はじめに 

小児期末期腎不全の治療法としては、腎移植が最良とされているが、必ずしも全例に行な

い得ず、血液透析によって長期間生命維持を計らねばならない例も数多く存在する。透析

患者においては、水分貯留・電解質や種々の代謝異常・貧血に加え、腎不全に至るまでの

長期間の安静・運動制限のため、運動能力の低下が予想される。近年、成人領域において、

慢性血液透析患者の運動療法の有用性が報告されているが 1)2)、今回私達は、小児期血液

透析患者の運動能力を分析し、続いて一定の運動療法を行なって、その効果を検討した。 


